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肉牛生産における受精卵移植の利用

修

示した。促進事業が始まった昭和57年以降,実

施機関数,移植従事者数とも急増し,昭和59～

60年にはほぼすべての都道府県で本格的な取り

組みが行われるようになった。東北地域の受精

卵移植従事者数もここ3, 4年間における増加

が著しく (表 -3),受精卵移植による肉牛生

産に重点が置かれてきている。特に牛肉自由化

を2年後に控えて,我が国内牛生産の主要な拠

点である当地域での受精卵移植技術の進展には,

肉牛の改良増殖と肥育素牛の低コスト牛産を可

能にする重要な技術の一つとして大きな期待が

寄せられている。

鈴 木

1 はじめに

我が国では,昭和39年に受精卵移植による子

牛が生まれて以来,受精卵移植技術研究につい

ての関心が急速に高まり, ここ数年における受

精卵の凍結保存,分害1,性判別,双子生産,体

外受精など関連する技術開発には目覚ましいも

のがある。また受精卵移植技術の実用化に向け

ては,昭和57年に牛の受精卵移植技術利用促進

事業の開始に伴い,農林水産省畜産局,県の試

験研究機関を中心に全国的な取り組みが行われ

るようになった。

ちなみに,全国における受精卵移植実施機関

数と移植従事者数の推移いを表-1, 表-2に

(東北農業試験場)

Production of Beef Cattle by Embryo Transfer

Osamu Suzut<t

(Tohoku National Agricultural Experiment Station)

表-1 牛受精卵移植実施機関数の推移
45年度 58

国 , 都道府県 2 12 69

大 学 , その他 7 11

言ト 2 6

(単位 :か所 )
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表-2 家畜受精卵移植従事者数の推移

技術開発研究の面では,地域バイテク研究

「牛の双子生産における産子の能力発現技術の

開発」(岩手畜試,東北農試),一般別枠研究

「体外受精による多子生産を基軸とした肥育も

と牛の新生産技術の開発J(東北農試,家衛試

東北支場),緊急技術開発「双子の生産率・連

続性向上等による肥育もと牛の低コスト生産技

術の開発」(青森畜試,秋田畜試,東北農試 )

の中で全国分担をしている。このような情勢の

中で,表 -4に示したように,受精卵移植によ

る産子数は年ごとに倍増しているものの,ま だ

生産産子数,双子生産数とも極めて低い数値に

とどまっている。この主な原因として,①過剰

排卵処置にばらつきが大きく不安定,②受精卵

移植による受胎率が低い,③双胎妊娠牛におけ

る早流産事故の多発,④移植技術者の養成が遅

れている,な どが挙げられる。

ここでは上記問題点を中心に,東北地域の肉

牛生産における受精卵移植技術研究の現状を概

観し,今後の技術開発方向について考えてみる。

2 過剰排卵誘起処置法

“

)安 定 化

受精卵移植による牛改良・増殖と子牛生産費

45年度 58

国 0 3 得

都 道 府 県 26 46 129 268 466 528

の 他そ 0 0 48 86 ０
０

計 68 236 1,026

(単位 :人 )

表-3 東北地域における受精卵移植技術者数の推移

58 62

総 数 38

うち 獣 医 師 45 80

うち人工授精師 14 14 68

(東北農政局畜産課,昭63)

表4 牛受精卵移植による産子数等の推移

嚇 触 産子数
うち双子

50年度 1

498

56

806 1,205 207

“

1,267 1,932 325

2,093 3,207 422

2,724 5,034 887 (47組 )94

3,589 6,850 1,382 (110組)220

4,078 8,559 2,291 (216組)432

(単位 :頭 )
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の低減は,正常受精卵の安定多数確保技術の確

立に大きく左右される。東北地域における63年

度の過剰排卵処置牛 1頭当たりの平均回収卵数

は102個 ,移植可能な平均正常卵数は63個で

注 63年度は上半期の数字である。

回収卵数の増加は採卵技術の向上や採卵器具

等の改良によるところが大きい。しかし,過剰

排卵誘起処置しても全く卵を回収できない牛が

約10%に達することや正常卵率が60%前後と低

いこと,更に採,F成績は個体によるばらつきが

非常に大きいことは過剰排卵誘起処置法におけ

る重要な問題点として残されている。

回収卵数,正常卵数あるいは正常卵率に影響

を及ぼす要因としては牛の年齢,FSH(卵胞刺

激ホルモン)投与量,反復処置回数や反復期間,

性周期中の処置開始日数,ホルモンの種類,季

節,牛の状態などが挙げられる。季節の影響で

は春,冬で良く,夏で劣化するとの報告力多い。

一方,寒い地域では季節の影響はないとする報

告があり,表 -6に示したように東北地域でも

季節による差異は小さいようである。。また牛

の品種では東北地域に特有の日本短角種が他の

品種に比べて過剰排卵処置に対する反応性の乏

ある (表 -5)。 この数値は年ごとに徐々に増

加してきており,全国的な平均値と比べて同程

度である。

(東北農政局畜産課,昭63)

しいことが指摘されており,日本短角種に適し

た過乗1排卵誘起法が検討されている (表 -7)。

今後,採ull効率の向上と安定化には,供卵牛の

選定基準を確立する必要がある。供卵牛の選定

に当たっては,当然ながら優良な遺伝形質を持っ

ていることが第一義的に重要となるが,過剰排

卵処置に対する反応性が優れていることも重要

である。この点,過剰排卵処置によって発育す

る卵胞数は処置開始前の小卵胞数に強く影響さ

れることから,超音波診断によって卵巣反応の

予測が可能である0。 更に,血中コレステロー

ル値が100mg/dl以上の牛で採卵成績が良好で

あること (岩手畜試),及び牛の状態,特にボ

ディコンディションによっても採卵性が異なる

ことから。,供卵牛の適正な飼養管理法を明 ら

かにしていかなければならない。

表-5 東北地域における牛受精卵の採卵実績

年 度

項 目
開始年度

採 実 施 頭 数 269

採 卵 成 功 頭 数  A 183 238

採 取 受 精 卵 数  B 388 1,027 1,357 1,874 1,297

移 植 可 能 卵 数  C 584 1,237

1頭 当たり採卵数  B/A 73

正 常 卵 率(%)C/B 575 569 585
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表-6 季節別採卵成績

季 節 例 数 触 麟 腋 知 欧

春

(3朽月)

67 15

一Ｘ 666 409 209

夏

16弔月)

49

一Ｘ 838 462 207

秋

(9-11月 )

190 28

一Ｘ 484 112

冬

022月 ) 一Ｘ 824 486 171 167

表-7

(秋田畜誌 昭62)

日本短角種における採卵成績

υ)簡 易 化

過剰排卵誘起処置は,現在,総量24～30A.

U のFSHを朝夕 2回, 4日 間にわたって注

射する減量投与法が主に用いられている。この

方法ではPMSG(妊馬血清性腺刺激ホルモン)

に比べて卵巣反応が比較的安定しており採卵成

績に優れるといった利点がある一方,多労であ

るため,処置法の簡易化が求められる。

岩手畜試では,1日 1回3日間のFSH投与を検

討している(表 -8)。 その結果,1日 1回投与は

1日 2回投与に比べて発情発現率が低下する力ヽ

発情が発現した供卵牛では黄体形成数,回収卵

数,正常卵率に顕者な低下は認められず,簡易化

が可能であるとしている。同様に東北農試でも

FSH処置の簡易化を検討し,15A Uの 1日 1回 2

日FH5投与が有望なことを示した〈表-9)。 ただ

し,この方法ではばらつきが大きく,引 き続き

安定化のための検討を要する。

注 FSH:末経産牛24-40A U 経産牛36-48A U

PMSG:経産牛40001U

(青森畜出 平成元年)

注 1)FSHの 投与は皮下注射とし,試験区(簡易投与)Iは,FSH(ア ントリン)15A024時間間隔 2回, ■は
10AU同間隔3回.対照区は,朝夕5・ 5,4・ 43・ 3AUと した。

2)PGF鰍 は,FSH投与開始から48と 72時間に各15mg(プロナルゴン)筋肉内注射した。

(東北農試,平成元年)

囀 噸 回理隊 醇 腋 酬

FSH ０
０ 599`

PMSG 6 28%

表-8 FSH減量投与における投与回数が採卵成績に及ぼす影響
処 理 区 分 例  数 発情発現率 黄 体 数 回収卵数 正常卵数 正常卵率

1日 2回 15(882) 93± 54 67± 55 45± 38 679,`

1日 1回 8(667) 103± 51 58± 28 34± 17 6679`

(岩手畜説 平成元年)

表-9 FSH簡易化処置における卵巣反応及び回収成績

卍
試 験 区

対 照 区
I Ⅱ

例数

発育卵胞数

推定黄体数

回収卵数

正常卵数

正常卵率(%)

13

206± 134

169■ 123

103± 98

55■ 53

530

10

129± 59

114± 56

57± 21

34± 25

608

8

164± 87

147± 83

88± 40

55± 18

623
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なお,FSH減量投与法では3日 間投与と4

日間投与の間で採卵成績にはとんど差がないと

する報告が多くの,労力の面から3日間投与が

推奨される。また簡易化とは逆行するが,発情

周期の3, 4日 目に少量のFSHを前処置する

ことによって採卵成績が向上するとの報告 )が

みられるので,採卵効率の向上という点から検

討する余地はある。

3 受胎率の向上

“

)移 植方法

受精卵移植における受胎率は年々向上してい

る。昭和62年度の全国平均では新鮮卵移植で50

%,凍結卵移植で34%であり,両者とも1卵移

植より2卵移植での受胎率が春青笥い(表 -10)。

東北地域についてみると,表 -11に 示したよう

に,全体の受胎率は全国並であるが,県間で大

きな違いがみられる。県の受胎成績は年度,受

卵牛頭数によって異なるため簡単に比較はでき

ないが,県間の受胎率の差は主として受精卵移

植技術への取り組みの早遅によると考えられる。

つまり移植は比較的高度な技術であるため,移

植技術者の習熟が受胎率に大きく関与する。

表-10 受精卵の状態別受胎率(昭和62年度)

受 胎 率 (%)

61年度 62年度

新鮮卵

1卵移植 48

2卵移植
反
υ

計

凍結卵

1卵移植

2卵移植 44

言十 28

分割卵

表-11 東北各県における受精卵移植の受胎

(昭和62年度)

図-1に示したように,移植技術者による受

胎率の違いはよく知られており,移植回数が多

く熟陳した移植技術者での受胎率が高い
つ。当

然ながら受卵牛の飼養管理,品種,選定方法,

供卵牛との発情日差つといった牛側の要因も受

胎率の変動に関連する。

移 植 回 数

図-1 移植技術者の移植回数別受詢成績
(秋田畜試,昭62)

率

受

　

胎

　
帯

（％
）

県 卵の状態 移植頭数 受胎率(%)

A
新鮮卵

凍結卵

13

7

77

143

B
新鮮卵

凍結卵

２

　

８

667

365

C
新鮮卵

凍結卵

536

517

D
新鮮卵

凍結卵

686

238

E
新鮮卵

凍結卵

12

71

583

225

F
新鮮卵

凍結卵

13

64

46 1

406

全体
新鮮卵

凍結卵

‐６
　
％

553

352
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外科的移植では安定して70～80%の受胎率が

得られていることからすると,非外科的移植に

おいて受胎率の向上を図るには,いかに①無菌

的に行うか,②生殖器の出血・損傷を少なくす

るか,③適切な移植部位に注入するか,が重要

となる。これらは移植技術の習熟あるいは移植

技術者の養成と移植器具の改良によって解決さ

れる部分が多いと考えられるが,①に関しては

移植方法の見直しも必要になる。岩手畜試では,

子宮頸管外日部周囲から多数の細菌が分離され

ることを指摘している。そして,外国部のアル

コール消毒後,二重鞘を頸管内に誘導したのち

両側 l lJp

片側 2卵

両債1 2 1JT

重ね移植⇒

注 1):移植者 5名による成績。他は移植者 1名による。

ψ)凍結受精卵

プログラムフリーザーの整備が進んだことに

よって,凍結受精卵の移植頭数ね獅 している。

しかし表-10,表 -11か ら分かるように,凍結卵

移植の受胎率は新鮮卵移植に比べて15%程度低

いのが現状である。二,三の県では新鮮卵移植に

比べて遜色ない受胎率を確保しているた 今後,

凍結受精卵の受胎率の向上と凍結融解法の安定

ビニール鞘を破孔する方法で移植することによっ

て,常法よりも20%高い受胎率を得ている (表―

12)。 東北農試でも,表-13のように,子宮頸

管外国部の消毒によって,各移植法ともに消毒

なしの場合に比べて約20%近 く受胎率を改善で

きることを示している。

表-12 移植方法別凍結2卵移植成績
区 分 移植頭数 受胎頭数 )

二重鞘 769

常 法 6 545

注 両者間に5%水準有意差あり

(岩手畜試,平成元年)

(東北農試,平成元年)

化・簡易化は受精卵移植のよリー層の実用化を

推進するうえで重要な技術開発の一つとなる。

凍結方法では,エ タノールを用いた液槽凍結

法が液体窒素ガスによる気相凍結法に比較して

融解後の生存率,受胎率が優れることが報告さ

れている (表 -14)。 また融解後移植までの時

間が受胎率に影響することも示唆されている

(岩手畜試)。

毬

”

表-14 凍結方法の違いが受胎率に及ぼす影響
LN2ガ ス 気 相 凍 結 法 エ タ ノ ー ル 液 槽 凍 結 法

移植頭数(A) 受胎頭数(B) 受胎率(B/A) 移植頭数(A) 受胎頭数〈B) 受胎率(B/A)
12(4) 2(0) 167(0)% 18(10) 8(3) 444(30)%

注 . )内数値は2卵移植頭数で内数である。

-72-
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凍結融解後の簡易化については農水省福島種

畜牧場を中心に一連の技術開発が行われてきて

おり, 1段階ストロー法が広く試みられるよう

になってきた。福島畜試では凍結受精卵の直接

ストロー充てん法

tAl巨
蒟 饉 多 ぎ

魏
驀 鰊 氣

尤 菱

S(4M)G   C    PBS

S:シュークロース+20%¨ ―PBS( )内モル濃度

G:10%グ リセロール+   ″

PBS:211%血清加m― PBS

図-2 凍結受精卵のスト

4 双子生産

“

)双子生産率の向上

受精卵移植を禾llHした双子生産では,大別し

でЭ黄体側子宮角への2卵移植 ②両側子宮角

への 1 1Jlずつの移植:③人工授精後の非黄体側

への移植 (追い移植または重ね移植)の 3通 り

の方法が行われており,昭和62年度の調査結果

ではそれぞれ1039例,16991,74例と①の方法

移植法において,ス トロー内液層構成が受胎率

に及ぼす影響を検討し,図 -2の (C)法で良

好な受胎率を得ている。

渕冒混和法

肉受精卵を含むG層とシーフ囃疇層混和後 劃雷混和

0受精卵を含むG層とS層混和 5分偽    ″

0

一
法
口
ん
卜
て
ス
充 移植頭数 受胎頭数 受胎率(%)

A

B

C

21

18

12

4

5

8

190'

278

667｀

注 a,b間に有意差あり (P<005,メ検定)

ロー内液層構成と受胎率  (福島畜試,平成元年)

が圧倒的に多い。このほか,例数は少ないが,

多子生産を狙った両側子宮角への3～ 4卵移植

が検討されている。移植される受精卵の状態は

新鮮卵,凍結卵,分割卵,体外受精卵ときまざ

まである。受精卵と受卵牛の組合せでは黒毛和

種の受精卵をホルスタイン種に移植するケース

が大部分を占め,次いで黒毛和種受精卵を同種

子宮角に移植する例が多くみられる (表 -15)。

黒

ホ

黒

褐

褐

生産子牛

頭数⑥∽

379(121)

35(117)

85(127)

20(105)

17(121)

表-15 受精卵一受卵牛別の2卵移植成績

単 子 双 子 計0

ホ

ホ

黒

褐

ホ

372(39)

36(43)

79〈 45)

22(43)

15(37)

170(54)143(46)313

15(50)15(50)30

46(69)21(31)67

16(34) 3(16) 19

11(79) 3(21) 14

457(146)

45(150)

88(131)

22(116)

17(121)

(鈴木達行,昭63)
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全体的にみた2卵移植の受胎率は37～45%で

あり,受精卵と受卵牛の組合せによる差はない

が,黒毛和種あるいはホルスタイン種の受精卵

をホルスタイン種に移植した場合の双子分娩率

が46%,50%と,他の組合せに比較して高率で

ある。ホルスタイン種が受卵牛として用いられ

るケースが多いのは, このように双子分娩率が

高いことや乳用種を利用した肉専用種の増殖と

いった要請を強く反映している。しかし, この

ケースでは子牛事故率が17%,22%と 高い。一

方,黒毛和種―黒毛和種の組合せでは双子分娩

率は31%と 前者の場合に比べて低いが,子牛事

故率も非常に低い結果が得られている。

移植角別に比較してみると(表 -16),受胎率

は両角移植が黄体角移植よりも若干高く,逆に

表-16 移植角別の2卵移植成績 (国産種)

また表-17に示したように,両側子宮角への

移植後における胚死滅は妊娠のごく初期に多発

し,双胎妊娠では非黄体側の胚死滅が多いこと

が明らかにされている。したがつて双子生産率

の向上を図るためには,今後,早期胚死滅発生

要因の解明とその予防技術,更には妊娠期間を

通した双胎妊娠監視技術,分娩事故防止技術の

開発が急がれる。このほか,双子生産における

双子分娩率は黄体角移植が若千高くなっている

が,両者の間に大きな差はない。しかしながら,

黄体角移植における流産率及び子牛事故率は17

%ずつで,両角移植のそれぞれ9%, 8%に比

べて顕著に高い。この原因についてはまだ十分

解明されていないが,一つには牛では受精卵の

子宮内移送がほとんど起こらないため,片側子

宮角での2胎子保持能力に限界があることが指

摘されている。この点,まだ例数は少ないが,

人工授精後に非黄体側子宮角に受精rJFを移植す

る重ね移植によって,効率的な双子生産が可能

であることが示唆されている。今後,双子生産

ではこの重ね移植及び両側子宮角への移植が増

加すると考えられるが,両側子宮角移値の始 ,

移植操作の簡便化・迅速化力泌要になってくる。

(鈴木達行,昭63)

フリーマーチンの解消と受精卵の効率利用を目

的とした分割卵移植による一卵性双子の作出も

検討されている (福島種畜牧場,岩手畜試,秋

田畜試,山形畜試)。

移植角移植卵 植
如
移

頭

受胎頭数

lBl(%)

蝠 分娩雌牛頭数 (%) 産出子牛

頭数0"
事故子牛

頭数0%
生産子牛

頭数0%0(%) 単 子 双 子 計Dl

黄

体

角

新鮮

凍結

603

436

281(47)

130(30)

52(19)

18(14)

129(56)100(44)229

60(54)52(46)112

330(144)

164(146)

56(17)

27(16)

274(120)

137(122)

1,039 411(40) 70(17) 189(55)152(45)341 494(145) 83(17) 411(121)

両

　

角

新鮮

凍結

35(55)

41(39)

4(11)

3(7)

18(58)  13(42)   31

24(63)  14(37)   38

44(142)

52(137)

7(16)

1〈2)

37(119)

51(134)

計 76(45) 7(9) 42(61)27(39)69 96(139) 8(83) 88(128)
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娠妊

67     77-107

受胎頭数/移植頭数

(受胎率)

胚生存率

双胎牛/妊娠牛

(双胎率)

鋭ん 2 30/52

596      577

538      51 9

25//31    24ノ/30

806      800

28ノ/52    25//52

538      481

442      375

18/28  14/25

643      560

24/52  24//52

462      462

365       35 6

14/24  13ノ/24

583      542

0)双子の発育と双子分娩牛の繁殖機能回復

黒毛和種受精卵を黒毛和種に移植して生産さ

れた双子の平均生時体重は,表 -18に 示したよ

うに,雌23 5kg,雄 25 6kgであり,単子に比べて

4～ 6 kg/1ヽさい。ホルスタイン種から4産され

た黒毛和種双子はこれより重く,単子の生時体

重とさほど違わないことが報告されており,子

牛生時体重に体する母体効果が現れている。

(中国農試,平成元年)

生産された黒毛和種双子の 1頭を自然哺乳で,

もう 1頭を代用乳で人工哺育している。その結

果, どちらもほぼ標準的な発育を示したが,長

期間代用乳給与で哺育した 1頭では下痢の発生,

発育の低下がみられている。ホルスタイン種を

受卵牛として黒毛和種を生産した場合には,代

注  *:雄 のみ生存している。380,374号は初産。
**:CRL(cro wn― rump length,胎子体長)は 35錮であつた。

十勝種畜牧場では例数は少ないが,ホ ルスタ

イン種及び日本短角種から生産された黒毛和種

双子をそれぞれ自然哺育で飼養した結果,ホル

スタイン種では標準発育をやや上回る発育をし

たが, 日本短角種では標準発育よりやや劣る成

績を得ているの。岩手畜試では,日本短角種から

表-17 両側子宮角2卵移植における受胎率と双胎率の推移

(中国農誠 昭63)

表-18 黒毛和種における多子分娩状況

区 分 牛 番 号
分娩時体重 (kg)

子牛生時体重 (kg)
妊娠期

間(日 )直前 直後 減少

双 子 分娩
6頭平均

標準偏差

７

　

　

８

235± 24(雌 6頭 )

256± 23(雄 6頭 )

2830

31

三つ子分娩 464 191,207(雄),221(雌 )

流 死 産

180

186

380

374

618     547      70

530     438      92

424    348     76

199(雄 ),173(雌 )

214(雄 ),175,165(雌 )

205(雌 ),155(雄)*

2胎子ともミイラ化 **

243

276

268

219
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用予Lあるいは全乳給与による人工哺育が行われ

るが,その給与量と給与期間等についてはまち

まちであり,哺育法の早急な確立がまたれる。

ただ,人工哺育期間中は高い発育を期待するよ

りはむしろ06～0 7kg/日 程度の標準的な発育

をさせ,下痢等の発生を極力避ける哺育法が望

まれる。

表-18に示した黒毛和種双子の自然哺乳によ

る発育は,哺乳期前半では単子に比べて劣るが,

母牛の 1日乳量が 8 kg程度であれば6か月離乳

時には160-200kgの 体重になり,単子の場合と

大差ない発育をすることが確認されており (中

国農試),黒毛和種での双子生産が十分可能で

あることが示されている。この場合,哺乳期前

半における子牛の発育は母牛の乳量に強く影響

されるので,特に乳量のばらつきの大きい黒毛

和種で双子生産を行うには,母牛の泌乳能力,

栄養状態を十分考慮した受卵牛の選定が重要と

なる。この点,双子生産の受卵牛として,泌乳

量の多いホルスタイン種と黒毛和種のFl雌や

東北地域では日本短角種の利用が期待される。

一方,双子分娩牛では頻繁な吸乳刺激と母体

の損耗のため,分娩後の繁殖機能回復の遅延が

懸念される。表-19は , 自然哺乳形態で飼養し

た黒毛和種双子分娩牛と単子分娩牛の繁殖機能

回復を比較したものである。双子分娩牛では分

娩後の初回排卵,初回発情,子宮修復がやや遅

れる傾向がみられるが,単子分娩牛とほとんど

差はない。今後,双胎妊娠牛の分娩前後の適正

栄養状態を明らかにしていくことが必要となる

が, このときにボディコンディションが一つの

有効な指標になると考えられる。

表-19 黒毛和種双子分娩牛の繁殖機能回復

区  分 頭  数
回

卵

初

排

第2回目

俳  卵
初～第 2回

目排卵間隔

回

情

初

発

子

修

宮

復

双子分娩牛 5
272

143

416

120

144

50

450

216

単子分娩 牛
247

96

398

10 5

151

65

41 1

232

８

　

　

７

注 平均 (上段)±標準偏差 (下段)(分娩後日数)

5.体外受精

最近における体外受精技術の進展は急速であ

る。発生培地や培養法の改良により,従来,体

外受精後4～ 8細胞期に発育した胚を数日免卵

管に移植して,牛に移植可能な桑実胚―胚盤胞

まで発育させてきたが,最近では完全体外培養

で胚盤胞まで発育させることができるようになっ

ている。また精子の体外での受精能獲得にして

(中国農試,平成元年)

も,今までは精巣上体精子や射出新鮮精子が用

いられてきており, この点で体外受精への取り

組みが制限されてきた。しかし,今では凍結精

液をヘパリン処理あるいはイオノフォア処理す

ることによって,多 くの精液で受精能を獲得さ

せることができるようになっている。東Jヒ地域

では,既に東北農試をはじめ数県で体外受精に

取り組んでおり,末着手の県でも平成元年度か
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らの取り組みが予定されている。

しかし,完全体外培養系における胚盤胞への

発生率は10%前後と低い。牛受精卵の大量確保

と安価生産を可能するためには,今後,発生率

を向上させるための培養液組成や培養条件等の

検討が不可欠である。東北農試では,発生培地

への添加血清の種類が体外受精卵の発育に及ぼ

添 加 血 清

す影響を検討している (表 -20)。 その結果,

発情8日 目に採血した過排卵処置牛血清を添加

した区で胚盤胞への発生率が29%と有意に高く,

その有効性を示唆している。青森畜試では未成

熟卵子の成熟培地へのFSH添加が成熟率の向

上に効果があることを得ている。

体外受精卵の発育率%(発育卵数)
2細胞期以上' 研日胞期以上・  銹田胞期以上・  胚捌胞…

牛 胎 子 血 清

子牛血清 (Lot l)

(Lot 2)

(Lot 3)

新 生 子 牛 血 清

過り1卵処置牛血清

175( 31)a    124(22746(132) 542(96)

573(270)a  372(175)ac  15 1(71)a

648( 46)ab    39 4( 28)acd    14 1( 10)a

576(125)a     364( 79)ac      l1 5( 25)a

500( 43)abd61.6( 53)a

14.0(14Db

また精子の受精能獲得のためのイオノフォア

処理について,宮城畜試では種雄牛別のイオノ

フォア至適濃度を検討し,青森畜試では日本短

角種と黒毛和種でイオノフォア処理の有無が受

精率に及ぼす影響を検討している。精子の受精

能獲得については,イ オノフォア処理は操作が

やや煩雑なので,最近ではヘパリン処理による

方法が多く用いられているが,受精率や発生率

に及ぼすヘパリン添加効果は種雄牛間で異なる

ことが明らかにされている。したがって,体外

受精に用いる精液 (種雄牛)については,予め

ヘパリン添加の影響をスクリーニングしておく

必要がある。体外受精卵の移植による子牛は東

北地域でも既に生まれており,その個体発生能

の正常性については実証されているが,今後,

注 *:媒精54時 FB4目 に観察 **:媒精後 7～10日 間に胚盤l12ま で発育した数
a― C:異符号間は5%水準で有意差あり (χ雀定)血清はTCM-199に 各10%添加

表-20 発生培地への添加血清の種類が牛体外受精卵の発育に及ぼす影響

70( 33)abd

4.2( 3)abcde

74( 16)abcd

63.0(121)b

198( 17)a    12(  1)ae

344( 66)    292( 56)

(東北農試,平成元年)

体外受精卵の細菌・ ウイルス汚染の調査と防止

技術等衛生技術の開発が必要になる。

6 今後の技術開発方向

以上,東北地域の肉牛生産における受精卵移

植技術研究の現状と問題点について概観してき

た。受精卵移植による肉牛生産のよリー層の実

用化を図るためには,移植技術者の養成や受精

卵供給センターの整備が急がれる。同時に効率

的 (安定 。安価)受精卵移植技術の確立へ向け

て,今後,次のような技術開発が必要になると

考えられる。

①正常受精卵の安定大量確保技術

供卵牛の選定基準の策定,卵巣反応予測技

術,正常卵率向上技術,過剰排lJp処置法の簡

-77-



易化,体外受精卵の利用等。          ③双子 (多子)生彦技術
②受胎率向上技術                初期胚死滅防止技術,流産予防技術,多胎
受卵牛の選定基準の策定,受精卵凍結融解   監視技術,多胎妊娠牛の分娩前後の適正栄養
法の安定・簡易化,受精卵の低温保存法,無   管理,多子哺育管理技術,多子孝産に適した
菌的移植法等。                 受卵牛の作出,受精卵の分割等。
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